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に対応 した同種のマウス ピースがある｡ (ェアリ- ドでは息が経に入るか横に入るかで更
に2種類に分かれる｡)図 1･には リー ドのタイプとそれに所属する楽器名､マウスピース
形状を表にしてある｡ この中でエアリー ドの楽器では通常マウス ピースを ｢ヘ ッドジョイ
ント｣とか ｢頭部管｣と呼び､ダブル リー ドでは ｢リ- ド｣と呼ぶ｡図2は楽器 ごとのマ
ウスピース (及び頭部管､ リー ド)の大きさの比較である｡





操 り返 して依頼する人も少なくない｡ ここでは トランペットとクラリネ ットを例に挙げて
解説する｡
リードタイプ マススピース形状 楽器名 マウスピース形状
リ 由 型 トランペット トロンボーンコルネット テユーハオフイクレイド ビュ グルサクソルン族 ユ-フォニアムプリi-ゲルホルン Jくリトン
ツプ パス メロフォン
リl_ド ス-ザフォン アルトホルン
漏 斗 型 ホルン (フレンチホルン)ワグナーテユーバコ ノフォン
エアリlド 喋 リコーダーオカリナフラジオレット 亡二二二 二コ ∠ ===
吹 き 口 フルートピッコロバンパイプ 二 二
シ/ゲル 哨 クラリネット サクソフォン
リlド バセットホルン





フルート リコーダー ファゴット ホルン コルネット









リムカンター ショルダースロ ト バックポア
リム厚十力∈' ＼
シャンク
＼ ー 傾向 → ニ∴:】
土E3 丸味 一 鋭い
カップ形状 > . .I
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大 = ====- 小
ウインドウ 大 =======- 小
告の柔轍性
大 = 二二二=- 小
バッフル厚み 厚 二二二====一一滴
音質
良 二 二二==一 撃迅
ウインドウ 小 =======一 大
チッフォーたンク 狭 :二二===- 広
音色
明 二 二二==一幅
チェンバ一客捕 小 =======一 大
ポア - 小 =======一 大
チップレール 狭 二二=====- 広
抵抗感
大 =====- 小
































西洋音楽では､個々の楽器の トーン (｢~音｣と翻訳されるが日本語の音とは多少違 った










唱歌 (シ ヲウガと読む)が指定 してあ って､この楽譜では音色と間 (音の長 さに相当)が
指示 されている｡ 能管の ピッチは楽器によって異 なることが多 く､別の楽器で同 じ曲を吹
くと ピッチや相対的音程が異 なってきこえるが､能楽嚇子では他の楽器 とピッチを合わせ
る必然性がないので､問題にされないo能管の病毒の所望値は唱歌 によ って示 され､楽器
の横道はそれを実現 しやすいように楽器が工夫されている｡
6.むすび
これまで､管楽器の設計､開発に携わ った時には､アンプシヤーや呼吸器系､フ ィー ド
バ ック系など人間の関わる要素をできるだけ排除 して､楽器に集中 してその特性の向上の
みを考えてきたが､本稿をまとめるにあたり､マウス ピースや演奏者の所望値 などに日を















































リヤー リ｣など､単語の様にひとまとまりになった音の組合せが意味を持ち､特定のフ レーズやフ レー
ズを構成する要素を一義的に表わ し､迎指がこれに対応 している｡
坑奏者は政事にあたって､楽譜に指示された音にriI)こえるように､言い換えれば楽器が唱歌 (楽譜)




文献*2では､能の ｢神舞｣をフル-ト的に浜葵 した場合と､能管本来のスタイルで演奏 した場合
のFFT分析の結果が示されていて興味深い.能管をフル-ト奏者である文献*2の著者 (ニシ)が
フルー ト的に吹いた場合の音高と振幅の時間推移は､個 々の避指に対 して変化が少なく平坦であるの








て大きく進歩 したと言われている.ベームの楽器の改革は､フルートの美 しい ｢トーン｣を形成する
こと目指 していたと思われる｡そして､フル- 卜の音楽は､美 しい ｢トーン｣が組み立てられて実現
できるものであり､西洋音楽の合奏はこの組立の拡大であると考えられる.それゆえ､ ｢トーン｣は







入れられる｡また､空間を満たすようなヴォリューム感のあることを暮 しとするフル- 卜の トーンに
対 して､前奏時に朱に叩き付け､舞台から蛤で突き通すような鋭い音を求ゎる.例えば最高音を用い






























*2 マ リア ･クリステ11･･姐･ニシ ｢フルー トと能管｣ (バイパーズ第8巻 9号､10号)
*3金春惣右衛門､増田正造 ｢能楽嚇子体系｣ ビクター音楽産業株式会社
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